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本
稿
で
は
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
初
め
に
か
け
て
の
東
ア
ジ
ア
の
文
脈
の
な
か
で
、
朝
鮮
知
識
人

尹
致
昊

ユ

ン

・
チ

ホ

（
一
八
六
五
～
一
九
四
五
）
の
思
想
と
実
践
に
関
す
る
総
合
的
理
解
を
試
み
、
彼
の
人
生
と
思
想
が
、
当

時
の
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
文
化
・
政
治
的
状
況
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
変
容
し
て
い
た
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
そ
の
東
ア
ジ
ア
の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
と
い
う
文
脈
に
基
づ
い
た
〈
東
ア

ジ
ア
／
朝
鮮
の
近
代
〉
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
注
目
し
、
近
代
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
エ
ト
ス
の
特
徴
と
そ
の
変
容
の

様
相
に
つ
い
て
の
理
解
を
示
し
た
。 

尹
致
昊
は
、
一
八
六
五
年
、
武
官
尹
雄
烈

ユ
ン
・
ウ
ン
ヨ
ル

の
長
男
と
し
て
忠
清
道
牙
山
で
生
れ
る
。
尹
は
、
開
化
期
に
お
い

て
、
日
本
を
は
じ
め
中
国
と
ア
メ
リ
カ
に
留
学
し
、
そ
の
後
朝
鮮
政
府
の
開
化
派
官
僚
と
な
り
、
独
立
協
会
や
大

韓
自
強
会
な
ど
に
も
参
加
し
、
朝
鮮
の
近
代
化
と
独
立
の
た
め
に
尽
力
し
た
。
植
民
地
期
に
お
い
て
は
、
一
〇
五

人
事
件
（
一
九
一
二
）
に
関
わ
っ
た
と
し
て
投
獄
さ
れ
出
獄
し
た
後
、
南
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
教
育
者
と
し
て
朝
鮮

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
や
延
禧
専
門
学
校
な
ど
に
関
わ
り
な
が
ら
、
朝
鮮
人
の
啓
蒙
を
は
か
っ
た
。
だ
が
、
日
中
戦
争
の
前
後

に
お
い
て
日
本
に
対
し
て
戦
争
協
力
を
行
っ
た
過
去
を
持
つ
人
物
で
あ
る
。 

本
稿
で
は
、
近
代
へ
の
転
換
期
に
お
け
る
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
エ
ト
ス
は
、
漢
学
的
素
養
及
び
儒
学
的
思
想
に

基
づ
い
た
士
大
夫
層
の
特
性
と
、
自
国
語
リ
テ
ラ
シ
ー
の
素
養
及
び
啓
蒙
思
想
に
基
づ
い
た
市
民
層
の
特
性
が
、

連
携
し
拮
抗
し
な
が
ら
混
在
す
る
な
か
で
生
じ
る
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
特
徴
と
す
る
と
仮
定
し
た
。
開
化
期
に
お
け

る
尹
致
昊
の
人
生
と
思
想
の
形
成
と
そ
の
変
化
を
、
近
代
東
ア
ジ
ア
の
知
識
人
エ
ト
ス
の
変
容
の
様
相
を
示
す
一

例
と
し
て
位
置
付
け
た
。 

尹
致
昊
は
、
幼
い
と
き
か
ら
科
挙
及
第
を
目
指
し
て
お
り
、
こ
う
し
た
朝
鮮
士
大
夫
と
し
て
の
素
養
を
持
っ
て

い
た
。
だ
が
、
尹
は
、
海
外
経
験
を
通
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
・
自
由
思
想
・
文
明
論
を
受
け
入
れ
、
彼
の
人
生
と

思
想
は
、
こ
れ
ら
が
複
合
的
に
影
響
し
合
う
な
か
で
変
わ
っ
て
い
く
。
「
日
記
」
に
は
、
朝
鮮
士
大
夫
か
ら
啓
蒙

知
識
人
へ
と
変
貌
す
る
尹
致
昊
の
様
相
が
詳
細
に
記
さ
れ
て
お
り
、
初
期
に
は
儒
学
政
治
思
想
に
基
づ
い
た
朝
鮮

の
為
政
者
と
し
て
の
観
点
が
見
ら
れ
た
が
、
そ
の
後
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
な
っ
た
彼
が
、
過
去
の
自
分
自
身
の
思
想

と
素
養
を
否
定
し
て
い
く
姿
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
過
去
の
自
己
を
否
定
す
る
尹
致
昊
の
眼
差
し
は
、

朝
鮮
社
会
ひ
い
て
は
東
洋
社
会
に
も
適
用
さ
れ
、
自
由
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
の
信
仰
を
持
つ
尹
は
、
自
身
が
属
す

る
朝
鮮
を
啓
蒙
す
る
こ
と
に
専
念
す
る
こ
と
と
な
る
。 

と
こ
ろ
で
、
過
去
の
自
己
に
対
す
る
尹
致
昊
の
批
判
が
可
能
な
の
は
、
逆
説
的
に
も
、
批
判
さ
れ
る
過
去
の
自

身
こ
そ
、
今
ま
で
の
自
分
自
身
の
人
生
と
思
想
で
あ
る
と
い
う
自
覚
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
英
語
の
習
得
や
キ
リ

ス
ト
教
へ
の
入
信
な
ど
、
過
去
の
自
身
を
顧
み
る
現
在
の
尹
致
昊
の
思
想
を
特
徴
付
け
る
も
の
は
、
欧
文
脈
に
基

づ
い
た
事
象
と
概
念
を
、
漢
文
脈
で
翻
訳
す
る
こ
と
で
得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
尹
の
啓
蒙
の
実
践
に
お
い
て
も
、

朝
鮮
の
人
々
に
通
用
す
る
形
に
す
る
た
め
に
は
、
過
去
の
自
分
自
身
を
支
え
て
い
た
エ
ト
ス
に
基
づ
い
た
、
こ
う

し
た
文
化
的
翻
訳
を
経
ず
に
は
実
現
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。
こ
の
文
化
的
翻
訳
の
過
程
で
、
必
然
的
に
、
士
大

夫
的
エ
ト
ス
と
市
民
的
エ
ト
ス
が
拮
抗
し
融
合
さ
れ
て
変
容
し
て
い
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
現
象
が
起
る
。
こ
う
し

た
尹
致
昊
の
一
連
の
変
化
の
様
子
は
、
近
代
東
ア
ジ
ア
知
識
人
エ
ト
ス
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
想
像
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。 
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以
上
の
全
体
的
な
分
析
は
、
以
下
の
各
論
の
分
析
に
よ
っ
て
導
か
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
本
論
は
三
部

七
章
構
成
で
あ
る
。 

第
一
部
「
朝
鮮
知
識
人
と
海
外
体
験
」
で
は
、
第
一
章
か
ら
第
三
章
に
か
け
て
、
尹
致
昊
と
と
も
に
閔

泳

煥

ミ
ン
・
ヨ
ン
フ
ァ
ン

や
金

得

錬

キ
ム
・
ド
ゥ
ン
ニ
ョ
ン

に
注
目
し
、
朝
鮮
知
識
人
の
海
外
体
験
の
文
化
的
意
味
を
問
題
と
し
た
。
近
代
化
を
推
進
し
て
い

た
日
本
を
は
じ
め
と
し
て
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
国
の
異
文
化
と
近
代
文
物
に
接
し
た
朝
鮮
知
識
人
の

反
応
と
、
異
文
化
経
験
が
彼
ら
に
与
え
た
影
響
と
そ
れ
に
よ
る
彼
ら
の
思
想
的
変
化
を
示
し
た
。 

第
二
部
「
尹
致
昊
の
政
治
思
想
の
変
容
と
自
由
思
想
」
で
は
、
第
四
章
と
第
五
章
に
か
け
て
、
開
化
期
に
お
け

る
尹
致
昊
の
思
想
の
特
徴
と
そ
の
変
容
を
問
題
と
し
た
。
朝
鮮
士
大
夫
と
し
て
の
素
養
を
持
つ
尹
致
昊
が
、
海
外

生
活
の
な
か
で
、
キ
リ
ス
ト
教
や
自
由
思
想
や
文
明
論
な
ど
を
受
け
入
れ
、
啓
蒙
知
識
人
へ
変
貌
し
て
い
く
過
程

と
、
独
立
協
会
を
通
じ
て
の
啓
蒙
活
動
の
様
相
を
示
し
た
。
そ
し
て
福
沢
諭
吉
の
啓
蒙
思
想
と
の
比
較
分
析
を
行

い
、
尹
致
昊
の
啓
蒙
思
想
の
キ
リ
ス
ト
教
的
特
性
を
明
ら
か
に
し
た
。 

第
三
部
「
朝
鮮
の
近
代
と
啓
蒙
の
エ
ク
リ
チ
ュ
ー
ル
」
で
は
、
第
六
章
か
ら
第
七
章
に
か
け
て
、
東
ア
ジ
ア
／

朝
鮮
に
お
け
る
啓
蒙
思
想
の
翻
訳
と
自
由
思
想
の
流
通
を
問
題
と
し
た
。
明
治
期
に
お
け
る
永
峰
秀
樹
の
翻
訳
も

視
野
に
入
れ
、
朝
鮮
に
お
け
る
近
代
討
論
文
化
の
紹
介
と
流
通
の
様
相
を
示
し
た
。
そ
し
て
、
崔
南
善

チ
ェ
・
ナ
ム
ソ
ン

の
翻
訳
と

思
想
と
の
比
較
を
通
じ
て
、
一
九
一
〇
年
代
の
植
民
地
期
朝
鮮
に
お
け
る
自
助
論
の
政
治
的
想
像
力
の
特
徴
を
示

し
た
。 

各
章
は
尹
致
昊
の
人
生
の
前
半
に
当
た
る
一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
九
一
〇
年
代
ま
で
の
時
期
を
、
通
史
的
に
構

成
し
、
尹
致
昊
の
思
想
的
変
容
を
時
間
軸
に
沿
っ
て
把
握
で
き
る
よ
う
に
し
た
。
第
一
章
は
、
尹
致
昊
の
日
本
や

中
国
や
ア
メ
リ
カ
で
の
留
学
期
を
中
心
と
し
た
一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
八
九
〇
年
代
半
ば
ま
で
の
時
期
で
あ
る
。

第
二
章
と
第
三
章
は
、
尹
が
朝
鮮
の
祝
賀
使
節
と
し
て
ロ
シ
ア
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
を
訪
ね
た
一
八
九
六
年
か
ら

一
八
九
七
年
前
後
の
時
期
で
あ
る
。
第
四
章
と
第
五
章
は
、
尹
の
初
期
官
吏
時
代
か
ら
独
立
協
会
活
動
期
前
後
ま

で
の
一
八
八
〇
年
代
か
ら
一
八
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
で
あ
る
。
第
六
章
は
、
尹
の
独
立
協
会
活
動
期
か
ら

官
界
か
ら
離
れ
て
人
民
啓
蒙
を
中
心
に
活
動
し
た
一
八
九
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
〇
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期

で
あ
る
。
最
後
に
第
七
章
は
、
韓
国
併
合
以
後
か
ら
三
・
一
運
動
前
後
の
時
期
ま
で
の
一
九
一
〇
年
代
を
時
代
的

な
背
景
と
す
る
。 

第
一
章
「
尹
致
昊
の
海
外
経
験
と
英
語
学
習
」
で
は
、
尹
致
昊
が
英
語
学
習
を
行
な
っ
た
一
九
世
紀
末
の
朝
鮮

に
お
け
る
西
洋
語
学
習
の
環
境
を
視
野
に
入
れ
、
彼
に
と
っ
て
の
英
語
学
習
と
海
外
経
験
の
様
相
と
そ
の
意
味
を

検
討
し
た
。
現
在
と
異
な
る
言
語
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
朝
鮮
語
使
用
者
で
あ
る
尹
致
昊
の
英
語
学
習
の
分
析
を

通
じ
て
、
当
時
の
朝
鮮
語
と
英
語
と
の
言
語
間
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
プ
ロ
セ
ス
か
ら
、
近
代
朝
鮮
語
の
形
成

の
ト
ラ
ン
ス
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
を
明
ら
か
に
し
た
。 

尹
致
昊
は
一
八
八
一
年
五
月
に
紳
士
遊
覧
団
の
一
員
と
し
て
来
日
す
る
。
こ
れ
が
彼
の
は
じ
め
て
の
海
外
経
験

で
あ
る
。
当
時
の
尹
は
漢
学
の
素
養
を
持
つ
若
き
儒
学
者
で
あ
っ
た
。
当
時
の
日
本
人
と
儒
者
と
し
て
付
き
合
っ
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て
き
た
尹
の
漢
学
の
素
養
が
、
日
本
語
の
学
習
に
も
、
そ
し
て
英
語
と
い
う
全
く
背
景
を
異
に
す
る
言
語
に
接
続

す
る
た
め
の
媒
体
に
も
な
っ
た
。
日
本
で
尹
致
昊
が
英
語
に
接
し
学
習
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
む
し
ろ
彼
が

漢
学
的
素
養
の
持
ち
主
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

尹
致
昊
の
英
語
習
得
は
、
海
外
へ
の
留
学
と
旅
行
に
よ
る
異
文
化
空
間
の
経
験
と
緊
密
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

尹
致
昊
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
彼
の
英
語
学
習
は
一
八
八
一
年
に
日
本
を
訪
問
し
た
時
か
ら
始
ま
っ
た
。
尹
致
昊
は
、

英
韓
（
韓
英
）
辞
典
で
は
な
く
、
東
ア
ジ
ア
に
流
通
し
て
い
た
英
和
（
和
英
）
辞
典
・
英
華
（
華
英
）
辞
典
を
通

じ
て
英
語
学
習
を
行
な
っ
て
い
た
。
こ
の
事
実
は
、
尹
致
昊
の
英
語
学
習
を
考
え
る
と
き
、
朝
鮮
語
と
英
語
と
の

言
語
的
交
通
の
よ
う
な
、
一
言
語
対
一
言
語
と
い
う
図
式
と
は
異
な
る
理
解
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。 

尹
致
昊
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
通
じ
て
、
日
本
と
中
国
で
の
英
語
教
育
と
は
異
な
る
学
習
環
境
に
置
か
れ
る
よ

う
に
な
る
。
彼
は
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
通
じ
て
、
日
本
・
中
国
な
ど
の
今
ま
で
英
語
学
習
の
た
め
に
利
用
し
て
き

た
漢
文
脈
の
言
語
空
間
を
離
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
漢
文
脈
で
思
考
し
て
き
た
世
界
を
離
れ
る
経
験
を
通
じ

て
、
漢
文
脈
で
思
考
し
理
解
す
る
行
為
を
経
ず
、
英
語
の
欧
文
脈
の
内
で
思
考
し
学
習
す
る
。
彼
の
英
語
学
習
に

お
い
て
、
英
語
単
一
語
辞
典
で
あ
る
『
ウ
ェ
ブ
ス
タ
ー
辞
典
』
が
、「
英
華
字
典
」
と
「
英
和
字
典
」
の
代
わ
り

に
、
聖
書
や
英
文
学
や
西
洋
歴
史
書
と
と
も
に
彼
の
本
棚
に
配
置
さ
れ
た
の
は
象
徴
的
で
あ
る
。 

尹
致
昊
は
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
欧
文
脈
の
言
語
空
間
で
の
長
期
滞
留
を
通
じ
て
、
漢
文
脈
に
依
存
す
る
思
考
を

次
第
に
相
対
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
彼
は
、
漢
文
脈
の
思
考
か
ら
離
脱
し
つ
つ
、
漢

文
脈
と
い
う
媒
体
を
経
ず
、
直
接
に
欧
文
脈
で
思
考
す
る
こ
と
を
経
験
し
た
。
つ
ま
り
、
尹
致
昊
の
ア
メ
リ
カ
留

学
は
、
彼
に
漢
文
脈
か
ら
離
脱
す
る
経
験
を
与
え
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

こ
の
よ
う
な
、
漢
文
脈
か
ら
の
離
脱
／
欧
文
脈
へ
の
参
入
の
経
験
は
、
朝
鮮
語
の
国
文
化
／
文
字
の
可
視
化
の

問
題
に
関
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
〇
年
間
の
海
外
生
活
後
に
見
ら
れ
る
〈
純
国
文
〉
へ
の
尹
致
昊
の
志
向
は
、

漢
字
で
も
っ
て
国
文
を
可
視
化
す
る
論
理
を
排
除
し
、
諺
文
の
文
字
だ
け
で
も
っ
て
国
文
を
可
視
化
す
る
企
て
で

あ
り
、
海
外
生
活
と
そ
こ
で
の
多
様
な
言
語
経
験
が
こ
の
よ
う
な
論
理
を
導
く
一
因
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。 

第
二
章
「
漢
詩
文
で
〈
再
現
〉
さ
れ
た
西
洋
」
で
は
、
こ
の
使
節
団
の
旅
行
の
記
録
の
う
ち
、
漢
詩
文
で
書
か

れ
た
閔
泳
煥
の
漢
文
旅
行
記
『
海
天
秋
帆
』
と
漢
詩
集
『
海
天
春
帆
小
集
』
、
お
よ
び
金
得
錬
の
漢
詩
集
『
環
璆

唫
艸
』
を
分
析
の
対
象
と
し
て
、
祝
賀
使
節
団
が
彼
ら
の
西
洋
体
験
、
そ
こ
で
彼
ら
が
体
験
し
た
対
象
を
、
ど
の

よ
う
に
漢
詩
文
で
〈
再
現
〉
し
た
の
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
も
の
で
あ
る
。
〈
再
現
〉
と
は
人
間
が
経
験
し
た
も

の
を
書
き
表
す
行
為
を
意
味
す
る
。
本
章
で
問
題
と
し
た
使
節
団
が
経
験
し
た
対
象
を
漢
詩
文
で
書
き
表
す
こ
と

は
そ
の
一
例
だ
と
言
え
る
。 

一
八
九
六
年
四
月
、
閔
泳
煥
を
正
使
と
す
る
朝
鮮
使
節
団
は
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
戴
冠
式
に
参
加
す
る
た
め
に
、

ロ
シ
ア
へ
と
出
発
す
る
。
使
節
団
は
、
地
球
を
一
周
し
、
西
洋
諸
国
で
汽
車
や
電
気
灯
な
ど
の
近
代
文
物
を
見
聞

し
、
西
洋
式
の
戴
冠
式
に
参
加
す
る
な
ど
、
そ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
か
っ
た
光
景
に
遭
遇
す
る
。 

閔
泳
煥
と
金
得
錬
は
、
上
海
・
東
京
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ロ
ン
ド
ン
の
よ
う
な
近
代
的
な
都
市
空
間
を
、
彼
ら

の
書
記
体
系
で
あ
る
漢
詩
文
で
〈
再
現
〉
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
告
白
す
る
。
興
味
深
い
の
は
、
こ
う
し
た
告
白

が
存
在
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
彼
ら
が
『
海
天
秋
帆
』『
海
天
春
帆
小
集
』『
環
璆
唫
艸
』
の
よ
う
な
旅
行
記
録
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を
書
き
残
し
得
た
事
実
で
あ
る
。
彼
ら
は
、
漢
字
圏
の
〈
理
想
郷
〉
の
概
念
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
表
現

の
限
界
を
乗
り
越
え
る
。
例
え
ば
、『
海
天
秋
帆
』
に
お
け
る
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
は
、「
町
が
に
ぎ
や
か
で
人
や
車
の

往
来
が
激
し
く
、
日
夜
絶
え
ず
、
笛
の
音
に
歌
の
声
と
遊
び
楽
し
む
こ
と
が
一
年
中
や
ま
な
い
。
長
春
園
の
内
は

愁
い
の
無
い
地
と
謂
う
べ
き
で
あ
り
、
不
夜
城
の
中
は
極
楽
天
で
あ
る
」
と
「
極
楽
天
」
に
喩
え
ら
れ
る
。 

閔
泳
煥
の
漢
詩
と
金
得
錬
の
そ
れ
に
は
、
西
洋
を
〈
再
現
〉
す
る
際
に
〈
理
想
郷
〉
の
修
辞
法
と
い
う
漢
詩
文

の
リ
テ
ラ
シ
ー
が
同
じ
く
用
い
ら
れ
て
は
い
る
が
、
そ
の
〈
再
現
〉
の
モ
チ
ー
フ
は
異
な
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

閔
泳
煥
の
〈
理
想
郷
〉
の
使
い
方
は
、
士
大
夫
の
〈
経
世
〉
と
い
う
精
神
性
と
、
そ
の
志
を
表
す
手
段
と
し
て
の

漢
詩
文
の
機
能
性
が
連
動
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
彼
の
漢
詩
に
は
、
士
人
的
エ
ト
ス
と
文
人
的
エ
ト
ス
と

い
う
、
朝
鮮
社
会
を
超
え
た
漢
字
圏
の
士
大
夫
の
普
遍
的
な
精
神
性
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
金
得
錬

の
〈
理
想
郷
〉
の
修
辞
法
に
は
、
漢
学
的
な
教
養
を
共
通
の
材
料
と
し
つ
つ
も
、
士
大
夫
層
の
普
遍
的
な
精
神
性

と
は
異
な
る
思
考
の
反
映
が
看
取
さ
れ
る
。
朝
鮮
社
会
に
お
け
る
、
文
化
の
伝
達
者
と
も
言
え
る
訳
官
の
文
化
的

役
割
と
、
都
市
空
間
を
題
材
と
し
て
遊
戯
的
な
空
間
と
し
て
現
世
を
描
い
た
、
閭
巷
人
の
漢
詩
観
で
あ
る
。
二
人

の
〈
理
想
郷
〉
の
使
い
方
の
相
違
か
ら
、
朝
鮮
後
期
に
お
け
る
漢
文
脈
の
多
層
性
や
多
様
性
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。 

第
三
章
「
英
文
で
〈
再
現
〉
さ
れ
た
西
洋
」
で
は
、
漢
詩
文
で
書
か
れ
た
旅
行
記
に
よ
る
そ
れ
と
は
異
な
る
、

英
文
日
記
に
〈
再
現
〉
さ
れ
て
い
る
西
洋
、
漢
詩
文
の
紀
行
文
や
詩
集
で
は
見
ら
れ
な
い
使
節
団
の
様
子
を
考
察

し
、
開
化
期
の
朝
鮮
知
識
人
の
文
化
的
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
検
討
し
た
。 

尹
致
昊
は
、
ロ
シ
ア
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
二
世
戴
冠
式
の
祝
賀
使
節
団
の
英
語
通
訳
と
し
て
同
行
し
、
初
め
て
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
を
経
験
す
る
。
尹
は
、
一
八
八
三
年
か
ら
日
記
を
書
き
続
け
て
お
り
、
ア
メ
リ
カ
留
学
中
の
一
八
八
九
年

一
二
月
か
ら
は
英
語
で
日
記
を
つ
け
始
め
た
。
こ
の
一
八
九
六
年
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
紀
行
も
英
文
で
書
か
れ
て
い
る
。 

尹
致
昊
は
英
文
日
記
で
、
西
洋
の
近
代
都
市
の
繁
栄
を
改
め
て
実
感
し
、
そ
の
光
景
へ
の
驚
嘆
を
繰
り
返
し
て

記
し
て
い
る
。
こ
の
洋
行
を
通
じ
て
、
尹
は
海
外
留
学
期
か
ら
学
ん
で
き
た
西
洋
文
化
の
歴
史
や
文
学
に
ま
つ
わ

る
由
緒
あ
る
場
所
を
訪
ね
た
感
激
を
記
す
。
ま
た
尹
は
、
露
館
播
遷
後
（
一
八
九
六
）
朝
鮮
に
勢
力
を
伸
ば
し
て

い
た
ロ
シ
ア
が
諸
西
洋
文
明
国
よ
り
後
進
の
位
置
に
あ
る
文
明
国
で
あ
る
と
い
う
印
象
を
持
つ
よ
う
に
な
る
。 

尹
致
昊
は
、
最
初
は
使
節
団
の
通
訳
を
務
め
る
な
ど
、
正
使
閔
泳
煥
の
信
任
を
得
て
い
た
。
だ
が
、
戴
冠
式
の

参
加
を
め
ぐ
る
意
見
衝
突
、
ロ
シ
ア
政
府
と
の
交
渉
の
難
航
、
尹
の
通
訳
に
対
す
る
閔
の
不
満
な
ど
を
理
由
に
、

結
局
ロ
シ
ア
語
通
訳
官
の
金
道
一

キ
ム
・
ド
イ
ル

が
通
訳
と
な
る
。 

尹
致
昊
と
閔
泳
煥
と
の
間
の
衝
突
と
葛
藤
は
、
朝
鮮
知
識
人
に
お
け
る
東
洋
／
西
洋
文
化
の
教
養
の
混
在
と
、

そ
の
教
養
に
よ
る
差
異
の
摩
擦
が
可
視
化
さ
れ
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
文
化
的
摩
擦
を

和
解
に
導
く
契
機
も
漢
字
圏
の
文
化
に
基
づ
い
た
漢
詩
贈
答
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。
要
す
る
に
、
ロ
シ
ア

と
い
う
異
郷
に
い
た
朝
鮮
知
識
人
た
ち
の
間
で
お
き
た
、
東
洋
文
化
と
西
洋
文
化
の
教
養
の
差
異
に
よ
る
衝
突
と

反
目
の
経
験
、
そ
し
て
漢
詩
を
通
じ
て
互
い
を
理
解
し
合
う
共
同
経
験
が
、
こ
の
英
文
で
書
か
れ
た
洋
行
の
記
録

に
〈
再
現
〉
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

第
四
章
「
尹
致
昊
の
改
革
と
啓
蒙
の
論
理
」
で
は
、
尹
致
昊
が
有
す
る
儒
学
的
政
治
思
想
と
近
代
政
治
思
想
が
、

ど
の
よ
う
に
拮
抗
し
変
容
し
て
い
た
の
か
、
そ
の
思
想
的
連
続
性
と
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
に
注
目
し
、
開
化
期
に
お
け
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る
尹
致
昊
の
政
治
思
想
の
様
相
と
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
た
。
具
体
的
に
は
「
政
府
」「
教
育
」「
宗
教
」
と
い

う
尹
の
思
考
軸
を
議
論
の
糸
口
と
し
て
、
彼
の
政
府
改
革
論
と
人
民
啓
蒙
論
を
検
討
し
、
尹
に
と
っ
て
の
主
権
者

に
関
す
る
意
識
の
変
化
を
、
士
人
的
な
君
権
概
念
か
ら
市
民
的
な
民
権
概
念
へ
の
移
行
の
一
例
と
し
て
示
し
た
。 

初
期
官
吏
時
代
と
上
海
留
学
期
に
お
け
る
尹
致
昊
の
政
治
思
想
は
、
王
が
政
治
の
最
高
決
定
権
を
有
し
、
臣
下

が
そ
の
主
権
者
の
王
を
補
助
し
正
し
い
政
治
を
行
う
よ
う
に
す
る
と
同
時
に
、
愚
か
な
民
を
教
化
し
て
人
倫
を
全

う
さ
せ
社
会
秩
序
を
維
持
す
る
こ
と
で
、
民
の
安
泰
な
生
活
と
い
う
仁
政
の
理
想
を
実
現
す
る
こ
と
だ
と
要
約
で

き
る
。 

当
時
の
朝
鮮
の
状
況
は
、
尹
致
昊
の
理
想
と
は
遥
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
尹
は
、
朝
鮮
の
失
政
の
責
任

を
臣
下
た
ち
に
求
め
て
い
て
い
た
。
そ
れ
は
〈
士
〉
で
あ
る
〈
臣
〉
が
王
の
代
わ
り
に
実
際
の
政
治
を
行
う
政
治

的
存
在
だ
か
ら
で
あ
る
。
一
方
、
仁
政
思
想
に
お
い
て
〈
民
〉
は
、
天
理
に
基
づ
い
た
君
権
の
正
当
性
を
求
め
る

存
在
で
は
あ
っ
た
が
、
王
の
聖
恩
を
受
け
る
存
在
で
あ
り
、
士
の
教
化
の
対
象
で
あ
っ
た
。
民
の
教
化
と
い
う
思

考
に
は
民
が
愚
か
だ
と
い
う
愚
民
観
が
そ
こ
に
前
提
と
さ
れ
て
い
た
。 

だ
が
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
通
じ
て
、
尹
致
昊
は
〈
新
し
い
民
〉
の
姿
を
発
見
す
る
。
そ
れ
は
政
治
的
主
体
と
し

て
の
民
の
姿
で
あ
る
。
尹
は
、
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
議
会
に
よ
る
民
政
や
大
統
領
の
民
選
な
ど
を
経
験
し
、
民
に

よ
る
政
治
の
可
能
性
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
る
。 

尹
致
昊
は
、
こ
の
時
期
か
ら
人
民
に
対
す
る
「
教
育
」
の
必
要
性
を
主
張
す
る
。
尹
が
語
る
こ
の
「
教
育
」
は
、

民
を
愚
か
な
存
在
と
し
て
み
る
点
に
お
い
て
は
、
仁
政
思
想
に
お
け
る
民
の
教
化
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

一
方
的
に
安
泰
な
生
活
が
与
え
ら
れ
る
民
を
想
定
す
る
も
の
で
は
な
く
、
民
に
知
識
や
道
徳
心
や
愛
国
心
を
持
つ

よ
う
に
さ
せ
、
民
自
ら
国
の
た
め
に
主
体
的
に
活
躍
す
る
人
民
を
形
成
す
る
手
段
で
あ
る
。 

尹
致
昊
に
と
っ
て
朝
鮮
で
の
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
が
人
民
啓
蒙
と
教
育
の
要
と
な
る
。
そ
の
理
由
は
、
尹
が
、

キ
リ
ス
ト
教
に
改
宗
し
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
を
経
験
し
な
が
ら
、
個
人
と
国
の
成
功
に
お
い
て
、

宗
教
の
重
要
性
と
く
に
キ
リ
ス
ト
教
の
有
効
性
を
認
識
し
た
か
ら
で
あ
る
。
尹
は
、
こ
う
し
た
宗
教
の
有
効
性
を

問
う
眼
差
し
を
持
つ
よ
う
に
な
り
、
今
ま
で
の
彼
自
身
の
思
想
的
根
拠
と
な
っ
た
儒
教
を
、
無
効
の
宗
教
と
し
て

否
定
し
、
そ
の
思
想
的
根
拠
を
キ
リ
ス
ト
教
に
求
め
る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
は
儒
教
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
へ
と
い
う

尹
の
思
想
的
な
変
容
と
し
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
仁
政
の
実
現
を
放
棄
し
、
人
民
主
権
と
西
洋
文
明
論
の
精
神

的
核
心
を
追
及
す
る
こ
と
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。 

だ
が
、
尹
致
昊
の
〈
安
民
〉
と
い
う
発
想
は
、
約
一
〇
年
間
の
海
外
滞
在
期
に
お
い
て
消
え
て
な
く
な
っ
た
の

で
は
な
く
、
ほ
か
の
形
に
変
容
し
て
い
る
。
初
期
官
吏
時
代
に
お
い
て
仁
政
の
実
現
を
志
向
し
た
尹
致
昊
に
と
っ

て
〈
民
〉
は
、
政
治
の
核
心
的
な
存
在
で
あ
り
、
君
主
の
徳
治
や
〈
士
〉
の
教
化
を
受
け
る
受
動
的
な
存
在
と
し

て
認
識
さ
れ
た
。
だ
が
、
ア
メ
リ
カ
留
学
を
通
じ
て
、
尹
は
、
民
の
政
治
的
可
能
性
を
見
出
し
、
民
が
教
育
を
受

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
政
に
影
響
を
与
え
る
〈
人
民
〉
に
な
り
う
る
存
在
で
あ
る
こ
と
に
気
付
く
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
弱
肉
強
食
の
原
理
に
基
づ
い
た
世
界
秩
序
に
お
い
て
朝
鮮
の
現
状
を
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
朝
鮮

と
い
う
国
の
独
立
よ
り
、
朝
鮮
の
民
の
生
活
や
教
育
を
優
先
す
る
改
革
構
想
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

留
学
期
に
お
け
る
尹
の
〈
安
民
〉
思
想
は
、
民
の
政
治
的
可
能
性
と
西
洋
文
明
論
が
絡
み
合
っ
て
変
容
さ
れ
た
も
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の
で
あ
り
、
そ
の
後
、
彼
が
語
る
朝
鮮
の
改
革
構
想
を
支
え
る
大
き
な
政
治
思
想
的
根
拠
と
し
て
働
き
続
け
る
。 

尹
致
昊
が
独
立
協
会
の
会
長
を
務
め
た
一
八
九
八
年
に
お
い
て
、
独
立
協
会
は
、
政
府
諮
問
機
関
だ
っ
た
中
枢

院
を
再
編
し
立
法
機
関
と
す
る
議
会
設
立
運
動
を
行
う
。
こ
の
立
法
機
関
の
設
置
運
動
の
背
景
に
は
、
大
韓
帝
国

の
宣
言
後
に
お
け
る
君
権
の
強
化
を
目
に
し
、
朝
鮮
の
政
治
が
「
絶
対
君
主
制
」
に
帰
す
る
可
能
性
の
あ
る
「
深

刻
な
状
況
」
に
陥
っ
て
い
た
と
す
る
、
尹
致
昊
を
は
じ
め
と
す
る
独
立
協
会
の
人
々
の
判
断
が
存
在
し
た
。
尹
ら

は
、
議
会
を
設
立
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
君
権
を
牽
制
す
る
と
同
時
に
、
民
権
に
基
づ
い
た
人
民
主
権
の
実
現
を

目
指
す
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

だ
が
、
独
立
協
会
が
中
枢
院
を
議
会
に
改
編
し
よ
う
と
訴
え
た
の
は
、
上
議
院
の
設
置
で
あ
り
、
一
般
民
衆
に

よ
る
民
選
で
構
成
さ
れ
る
下
議
院
を
設
置
す
る
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。
下
院
議
会
を
設
置
し
な
い
理
由
は
、「
民
」

の
「
知
識
と
学
問
」
の
よ
う
な
素
養
の
不
足
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
尹
致
昊
に
と
っ
て
、
民
権
が
与
え
ら
れ
た
人

民
と
そ
の
〈
新
し
い
民
〉
に
よ
る
「
民
国
」
は
、
あ
く
ま
で
も
朝
鮮
の
〈
現
状
〉
か
ら
は
離
れ
た
理
想
型
で
あ
る
。

尹
に
と
っ
て
「
民
権
」
に
基
づ
い
た
「
民
国
」
の
実
現
は
、「
民
」
の
素
養
を
培
う
こ
と
、
と
く
に
「
教
育
」
に
よ

る
民
の
公
共
心
や
愛
国
心
な
ど
の
個
人
倫
理
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
で
成
就
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
の
だ
。 

第
五
章
「
尹
致
昊
の
啓
蒙
思
想
と
キ
リ
ス
ト
教
的
自
由
」
で
は
、
尹
致
昊
の
啓
蒙
思
想
を
、
明
治
期
の
啓
蒙
知

識
人
福
沢
諭
吉
の
政
治
思
想
と
比
較
し
て
論
じ
た
。
本
章
で
は
尹
致
昊
の
自
由
観
は
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
に
基
づ
い

た
と
仮
定
し
、
尹
致
昊
と
福
沢
諭
吉
の
宗
教
観
と
自
由
観
を
分
析
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
そ
の
観
点
の
同
一
性
と

差
異
、
そ
し
て
彼
ら
の
思
考
を
可
能
と
し
た
政
治
的
想
像
力
を
明
ら
か
に
し
た
。 

尹
致
昊
と
福
沢
諭
吉
は
西
洋
文
明
を
手
本
と
し
て
人
民
啓
蒙
を
主
張
し
実
践
し
、
近
代
化
を
進
め
た
人
物
た
ち

で
あ
る
。
そ
の
思
想
的
基
盤
は
自
由
な
る
個
人
と
社
会
・
国
家
と
の
関
係
性
を
前
提
と
し
た
自
由
主
義
的
政
治
思

想
で
あ
る
。 

尹
致
昊
と
福
沢
諭
吉
が
唱
え
る
文
明
論
に
は
自
然
状
態
か
ら
自
由
に
な
っ
た
人
間
と
い
う
認
識
が
前
提
さ
れ

る
。
だ
が
、
こ
の
二
人
は
人
間
の
自
由
を
可
能
と
す
る
も
の
に
対
す
る
理
解
が
異
な
っ
た
。「
宗
教
の
外
に
逍
遥
」

す
る
態
度
を
一
生
貫
い
て
宗
教
的
信
仰
に
一
線
を
引
い
て
い
た
福
沢
は
、
人
間
の
「
智
力
」
に
よ
る
「
精
神
の
自

由
」
に
重
点
を
置
い
て
い
た
。
尹
も
福
沢
と
同
様
に
、
人
間
の
知
性
を
重
視
し
た
が
、
信
仰
に
基
づ
い
た
キ
リ
ス

ト
教
的
自
由
と
救
済
を
念
頭
に
置
い
て
文
明
論
を
語
っ
た
。 

尹
致
昊
は
朝
鮮
人
が
適
者
と
な
る
た
め
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
が
絶
対
的
条
件
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
。
福
沢
諭

吉
は
宗
教
の
信
仰
的
問
題
に
対
し
て
は
否
定
的
な
立
場
を
固
守
し
た
が
、
国
家
と
社
会
の
発
展
の
た
め
の
宗
教
の

効
用
性
と
い
う
功
利
主
義
的
態
度
を
一
生
涯
持
ち
続
け
た
。
尹
は
西
洋
文
明
と
キ
リ
ス
ト
教
の
暗
面
を
認
識
し
な

が
ら
も
、
キ
リ
ス
ト
教
と
文
明
に
対
す
る
彼
の
信
仰
に
よ
り
、
文
明
論
を
相
対
化
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

福
沢
も
ま
た
西
洋
文
明
を
絶
対
的
命
題
と
し
て
認
識
し
肯
定
す
る
信
仰
的
態
度
を
持
ち
続
け
て
文
明
論
を
主
張

し
た
。 

尹
致
昊
と
福
沢
諭
吉
に
は
宗
教
の
信
仰
に
対
す
る
根
本
的
な
認
識
の
差
異
が
存
在
し
た
が
、
こ
の
東
ア
ジ
ア
の

二
人
の
知
識
人
た
ち
は
、
と
も
に
宗
教
を
人
民
啓
蒙
の
手
段
と
し
て
捉
え
て
い
た
。
こ
の
宗
教
に
対
す
る
功
利
主

義
的
な
認
識
の
基
層
に
は
、
文
明
論
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
な
ど
が
複
雑
に
絡
ん
で
い
る
。
そ
し
て
こ
の
功
利
主
義
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的
宗
教
観
の
基
層
に
は
、
神
（
文
明
、
国
家
）
な
ど
と
個
人
の
関
係
に
基
づ
い
た
も
の
と
し
て
の
個
人
の
内
面
化

お
よ
び
人
格
化
さ
れ
た
近
代
的
信
仰
と
い
う
政
治
的
想
像
力
が
働
い
て
い
る
。
そ
れ
故
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
知

識
人
と
宗
教
と
の
関
わ
り
、
と
く
に
近
代
的
信
仰
が
媒
体
と
な
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
東
ア
ジ
ア
へ
の
流
入
の
問
題

を
、
個
人
の
自
由
と
い
う
政
治
的
想
像
力
を
可
能
と
し
た
宗
教
的
想
像
力
の
流
入
と
転
用
の
事
例
と
し
て
理
解
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
本
章
で
は
、
尹
致
昊
と
福
沢
諭
吉
の
政
治
思
想
の
比
較
分
析
を
通
じ
て
、
こ
の
よ
う
な
近
代

東
ア
ジ
ア
の
自
由
と
い
う
政
治
的
な
想
像
力
と
、
信
仰
と
い
う
宗
教
的
想
像
力
が
相
互
に
連
動
し
作
動
す
る
思
想

的
系
譜
の
一
例
を
示
し
た
。 

第
六
章
「
朝
鮮
開
化
期
の
民
会
活
動
と
「
議
会
通
用
規
則
」」
で
は
、「
議
会
通
用
規
則
」
の
翻
訳
様
相
と
テ
キ

ス
ト
の
流
通
に
関
す
る
検
討
を
通
じ
て
、
尹
致
昊
の
翻
訳
の
意
図
と
「
議
会
通
用
規
則
」
の
民
会
の
組
織
と
運
営

の
た
め
の
指
南
書
と
い
う
性
格
を
明
ら
か
に
し
た
。 

尹
致
昊
は
、
一
八
九
七
年
七
月
か
ら
独
立
協
会
に
参
加
し
、
討
論
会
と
演
説
会
の
導
入
を
通
じ
て
、
協
会
を
政

治
団
体
へ
変
化
さ
せ
た
。
彼
は
討
論
会
を
組
織
し
て
実
務
的
な
次
元
で
協
会
組
織
を
変
え
た
だ
け
で
な
く
、
ア
メ

リ
カ
海
軍
将
校
の
ロ
バ
ー
ト
（H

. M
. R

o
b
e
rt

）
のP

o
ck

e
t M

a
n

u
a
l o

f R
u

les o
f O

rd
e
r fo

r D
elib

e
ra

tiv
e 

A
sse

m
b

lie
s

（
一
八
七
六
、
通
称R

o
b
e
rt`s R

u
le

s o
f O

rd
e
r

）
を
抄
訳
し
た
『
議
会
通
用
規
則
』（
一
八
九
八
）

を
通
じ
て
西
洋
の
討
論
文
化
を
紹
介
し
た
。 

一
八
九
八
年
四
月
一
二
日
付
『
独
立
新
聞
』
に
『
議
会
通
用
規
則
』
に
つ
い
て
の
広
告
が
は
じ
め
て
登
場
す
る

が
、
翌
九
九
年
に
は
広
告
が
紙
面
か
ら
消
え
る
。
そ
の
後
、『
議
会
通
用
規
則
』
の
販
売
広
告
は
、
日
露
戦
争
を

経
て
大
韓
帝
国
が
日
本
の
保
護
国
と
な
っ
た
翌
一
九
〇
六
年
五
月
三
一
日
付
『
皇
城
新
聞
』
に
再
び
登
場
し
、『
大

韓
自
強
会
月
報
』
へ
の
転
載
な
ど
、
年
を
重
ね
て
『
大
韓
毎
日
申
報
』
と
『
皇
城
新
聞
』
に
再
登
場
し
た
。
こ
の

よ
う
に
、
こ
の
時
期
に
『
議
会
通
用
規
則
』
の
販
売
お
よ
び
流
通
の
痕
跡
が
多
数
の
紙
面
に
見
ら
れ
る
の
は
、
一

九
〇
五
年
に
締
結
さ
れ
た
第
二
次
日
韓
協
約
（
乙
巳
條
約
）
に
よ
っ
て
政
治
的
な
問
題
を
取
り
扱
う
討
論
会
や
演

説
会
の
よ
う
な
民
会
に
対
す
る
大
韓
帝
国
政
府
の
統
制
力
の
弱
化
と
、
こ
の
時
期
前
後
に
お
け
る
保
護
国
状
況
の

打
開
あ
る
い
は
利
用
の
た
め
の
、
韓
国
の
知
識
人
た
ち
に
よ
る
民
会
組
織
の
活
性
化
と
い
う
歴
史
的
な
背
景
が
あ

っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

R
o
b
e
rt`s R

u
les o

f O
rd

e
r

は
、
永
峰
秀
樹
に
よ
っ
て
訳
さ
れ
た
『
官
民
議
場
必
携
』（
一
八
八
〇
）
の
形
で

も
明
治
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
。『
官
民
議
場
必
携
』
に
は
、
細
川
潤
次
郎
の
「
序
」
が
付
い
て
い
る
が
、
こ
こ
に

は
「
公
共
之
事
」
を
「
成
俗
」
し
て
い
な
い
日
本
人
と
い
う
視
線
が
見
ら
れ
、
尹
致
昊
の
視
線
も
ま
た
そ
れ
に
類

似
す
る
も
の
で
あ
る
。
『
官
民
議
場
必
携
』
の
翻
訳
に
は
、
訳
者
の
判
断
を
最
大
限
に
排
除
し
、
原
文
の
情
報
を

正
確
に
伝
え
よ
う
と
す
る
意
図
が
見
え
る
。
だ
が
、
『
議
会
通
用
規
則
』
は
、
『
官
民
議
場
必
携
』
と
は
異
な
り
、

訳
者
尹
致
昊
の
判
断
に
よ
っ
て
必
要
な
部
分
の
み
が
取
捨
選
択
さ
れ
訳
さ
れ
て
い
る
。 

『
議
会
通
用
規
則
』
の
翻
訳
の
主
眼
は
、
民
会
の
設
立
に
関
す
る
方
法
、
そ
の
会
を
通
じ
て
の
議
案
提
出
お
よ

び
票
決
な
ど
の
議
事
決
定
や
、
役
員
や
会
員
や
委
員
の
選
出
や
役
割
や
権
限
や
処
罰
な
ど
の
民
会
運
営
に
置
か
れ

て
い
た
。『
議
会
通
用
規
則
』
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
翻
訳
は
、
民
会
と
い
う
〈
小
社
会
〉
に
参
加
す
る
会
員
た
ち

に
、
そ
の
組
織
や
運
営
と
合
理
的
な
議
事
決
定
の
過
程
を
理
解
・
学
習
さ
せ
る
こ
と
を
一
次
的
な
目
標
と
し
た
。
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し
か
し
、
こ
の
『
議
会
通
用
規
則
』
に
お
け
る
啓
蒙
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
終
的
な
目
標
は
、
朝
鮮
人
に
〈
大
社

会
／
国
家
〉
と
し
て
の
朝
鮮
の
運
営
原
理
と
そ
の
構
成
員
と
し
て
の
役
割
と
倫
理
を
理
解
・
実
践
さ
せ
る
た
め
に

訳
さ
れ
た
こ
と
に
あ
る
。
翻
訳
さ
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
あ
る
『
議
会
通
用
規
則
』
は
公
共
的
な
議
事
決
定
と
い
う
文

化
の
翻
訳
で
あ
り
指
南
書
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

第
七
章
「
自
助
論
の
政
治
的
想
像
力
と
三
・
一
運
動
」
で
は
、
一
九
一
〇
年
代
の
尹
致
昊
と
崔
南
善
の
事
例
を

検
討
し
、
植
民
地
と
い
う
状
況
に
お
い
て
、
自
助
論
が
ど
の
よ
う
な
政
治
的
想
像
力
と
し
て
働
い
た
の
か
を
明
ら

か
に
し
た
。
ま
ず
一
九
一
〇
年
代
の
尹
致
昊
と
植
民
地
統
治
権
力
の
関
係
性
を
、
暴
力
性
に
基
づ
い
た
緊
張
関
係

と
し
て
理
解
し
、
被
植
民
者
の
安
全
保
障
の
問
題
と
し
て
論
じ
た
。
そ
し
て
、
一
九
一
八
年
に
『
自
助
論
』
を
訳

し
、
翌
一
九
一
九
年
に
「
己
未
独
立
宣
言
書
」
を
起
草
し
た
崔
南
善
に
注
目
し
、
崔
の
自
助
論
的
思
想
が
、
三
・

一
運
動
の
政
治
的
想
像
力
に
ど
の
よ
う
に
関
連
し
て
い
た
か
を
検
討
し
た
。
本
章
で
は
一
九
一
〇
年
代
後
半
の
こ

の
二
人
の
朝
鮮
知
識
人
が
持
つ
自
助
論
を
比
較
し
、
自
助
論
の
現
実
主
義
的
か
つ
理
想
主
義
的
な
性
質
と
い
う
両

面
性
が
植
民
地
朝
鮮
に
ど
の
よ
う
に
作
用
し
て
い
た
の
か
を
示
し
た
。 

ま
ず
一
九
一
〇
年
代
後
半
の
尹
致
昊
の
植
民
地
統
治
権
力
と
の
関
係
性
を
問
題
と
し
て
自
助
論
が
ど
の
よ
う

に
現
実
主
義
的
な
論
理
と
し
て
作
用
し
た
の
か
を
検
討
し
た
。
尹
致
昊
は
、
朝
鮮
の
独
立
を
主
張
し
三
・
一
運
動

に
参
加
し
た
朝
鮮
人
た
ち
と
、
こ
の
抗
日
運
動
に
対
す
る
植
民
地
統
治
権
力
の
対
応
、
こ
れ
ら
す
べ
て
に
批
判
的

な
態
度
を
見
せ
る
。
そ
の
理
由
は
、
尹
の
自
由
主
義
的
思
想
、
と
く
に
彼
の
現
実
主
義
的
自
助
論
が
朝
鮮
独
立
不

能
論
を
主
張
す
る
根
拠
と
な
る
と
同
時
に
、
朝
鮮
の
権
益
を
保
障
し
な
い
植
民
地
統
治
権
力
を
批
判
す
る
根
拠
と

し
て
働
く
か
ら
で
あ
る
。
植
民
地
期
の
朝
鮮
人
の
安
全
保
障
に
対
す
る
尹
の
追
求
は
、
現
実
主
義
的
自
助
論
と
自

由
主
義
の
政
治
思
想
に
基
づ
い
た
枠
内
の
も
の
で
あ
り
、
現
実
主
義
的
自
助
論
は
、
植
民
地
と
い
う
現
状
を
受
け

入
れ
て
、
そ
の
枠
内
で
思
考
し
よ
う
と
す
る
論
理
と
し
て
作
用
す
る
。 

次
に
一
九
一
〇
年
代
の
崔
南
善
の
思
想
と
活
動
を
通
じ
て
、
自
助
論
が
理
想
主
義
に
基
づ
い
た
政
治
的
想
像
力

と
し
て
ど
の
よ
う
に
作
用
し
た
の
か
を
検
討
し
た
。
崔
が
起
草
し
た
「
己
未
独
立
宣
言
書
」
に
お
い
て
、
彼
の
自

助
論
的
な
思
想
が
見
ら
れ
る
。
三
・
一
運
動
が
起
る
前
年
で
あ
る
一
九
一
八
年
に
出
版
さ
れ
た
『
自
助
論
』
で
そ

の
根
拠
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。『
自
助
論
』
に
お
い
て
「
自
助
」
と
は
、「
自
主
・
自
立
」
し
他
人
に
頼
ら

な
い
こ
と
を
意
味
し
、
『
自
助
論
』
の
内
容
は
、
個
々
人
の
「
人
」
の
自
助
を
通
じ
て
「
国
家
」
の
富
強
は
も
ち

ろ
ん
「
文
明
」
を
成
し
遂
げ
る
と
い
う
主
張
と
し
て
要
約
で
き
る
。
こ
う
し
た
崔
南
善
の
自
助
論
的
な
思
想
は
、

彼
が
起
草
し
た
「
己
未
独
立
宣
言
書
」
に
個
人
の
自
由
と
い
う
普
遍
性
に
基
づ
い
た
理
想
的
な
論
理
と
し
て
作
用

し
た
。 

結
局
、
現
実
世
界
に
お
い
て
三
・
一
運
動
は
失
敗
に
終
わ
り
、
そ
の
運
動
の
政
治
的
想
像
力
を
提
供
し
た
理
想

主
義
的
自
助
論
は
、
一
九
一
〇
年
代
朝
鮮
の
知
識
人
た
ち
が
、
植
民
地
と
い
う
現
状
を
容
認
す
る
論
理
と
し
て
転

化
す
る
。
植
民
地
と
い
う
状
況
の
な
か
で
、
朝
鮮
知
識
人
た
ち
は
、
自
身
た
ち
ひ
い
て
は
朝
鮮
人
た
ち
を
啓
蒙
し
、

自
助
・
自
立
す
る
必
要
性
を
唱
え
る
が
、
彼
ら
の
思
想
を
支
え
る
根
拠
の
一
つ
と
し
て
自
助
論
の
政
治
的
想
像
力

が
働
い
た
。
朝
鮮
知
識
人
が
持
つ
自
助
論
は
、
尹
致
昊
の
よ
う
に
、
植
民
地
と
い
う
現
状
を
受
け
入
れ
る
現
実
主

義
的
な
論
理
と
し
て
働
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。 


